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イチゴのトンネル栽培における苗取り時期

並びに栽植密度試験※

加藤 昭・瓦井 豊

9

1　緒　　 　言

　イチゴの半促成栽培は他のそ菜の半促成栽培と同様

に初期収量の増加が重要であり，すでにビニルの被覆

時期5），マルチングとその種類4），および温度管理7）な

どによって異なることが報告されているが，苗取り時

期との関係については明らかにされていない。

　そこでこの点について試験を行ったところ，おそく

とった小苗ほど初期収量が多いことが明らかになった

が，総収量は減少したので，さらに苗の大きさと栽植

密度について明らかにする必要がみとめられた。

　いうまでもなく，栽植密度は収量構成の重要な要素

であり，すでに適当な密度が明らかにされている1，

8）・しかし，トンネル栽培における栽植密度は，従来

の普通栽培に準じた考え方で行われている状態で，時

期別収量の関係からみた資料はほとんどみあたらな

い。

　筆者らはこのような点を明らかにするため，トンネ

ル栽培における苗取り時期ならびに栽植密度について

試験を行って来たが，一応の結果を得たので報告す

る。

　本稿を草するにあたって御校閲をいただいた農林省

園芸試験場久留米支場大和技官，終始御助言を得た当

場海老原部長，栽培管理に御協力を願った各位に厚く

謝意を表する。

Ⅱ　苗取リ時期試験
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栽培管理は次のとおり行い，ビニルは180cm巾を用

いた。1961年の被覆時期が早いのは，その後適期が明

らかになったためである。

1958

1961

10月5日

9月27日

2月9日
1月16日

2月9日
1月22日

2月11日
1月31日

　この試験は1958年幸玉で行ったものと，その後ダナ

ーの栽培が増加したので，1961年ダナーで行った2つ

の試験からなりたっている。

生育調査は1958年には別に1区制で植えつけ管理し

たものについて5株づつ行い，1961年には収量調査区

の葉数を数えた。収量調査は病害による被害株を除き，

それぞれ少くとも30，19株について行い，1株につい

て検討した。秤量の際病果，奇型果と極く小さい果実

は除外した。

　2　試験結果
　（1）幸玉を用いての試験（1958）

　生育は第1表に示すとおり，常に7月10日区がすぐ

れも苗取り時期のおそいほど小さかった。

　開花の早晩を知るため開花株率をみると第2表のと

第1表　苗取り時期と生育（1958）

7月10日区

8月1日区

8月20日区

9月10日区

43.2 65.4 59.5  6.4  9.4 10.4　1.5　1.9　1.8

22.6 45.0 53.8　4.6　8.6　7.8　1.2　1.6　1.6

7.6　14.7 14.8  4.0  5.6  4.0  0.8  1.1  1.0

　1　試 験 方 法

供試品種は1958年幸玉，1961年ダナーを用い，苗取

り時期を7、月10日，8月1日，8月20日，9月10日の

4回とし，本葉2～3枚の整一な苗を選び普通育苗を

行った。

試験の規模は次のとおりである。

※本試験の一部は1962年春季園芸学会に発表した。

第2表苗取り時期と開花株率％（1958）

年次

3.6

2.4

区の大
きさ㎡

1.8

1.8

長さ

m

巾

m

36

24

株数

30

区制

30

条数

30

cm

株間

30

cm
畦巾

年次　定植日 マルチン
グの時期

ビニルの

被覆時期
コモかけ
時　　期

12.4 28.8 32.6　4.4　6.6　5.6　1.0　1.3　1.4

項目

日
区

月

10　4　 20　10　4　 20　10　4   20

ｇ　　　　　　　　　　cm
10・ 12・ 2・　10・ 12・ 2・　10・ 12・ 2・

全　　重　　葉　　数　　茎の太さ

月日 2・　3・　　・　・　・　・　・　・
区　　　　　 28　　2　 5　 9　　12　16　20　23

7月10日区　　1.0　1.0 7.0 19.239.8 58.8 78.7 88.9

8月1日区　　　　　　 16.131.8 55.774.2 90.2 96.1

8月20日区　 2.0  2.0 14.327.056.9 82.595.8100.0

9月10日区　　　　　　9.9 20.263.7 74.792.7　95.9
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おりで，8月1日，8月20日，9月10日区が7月10日

区より常に高かった。

　収穫の状況を週ごとに示すと第1図のとおりで，総
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　　12）ダナーを用いての試験（1961）

　　生育は第4表に示すとおり，常に7月10日区が多か

　ったが，8月1日，8月20日区との間に差は少なく，

几4列　　　9月10日区は非常に少なかった。
H咽紛qc
－8縄60亀ひ→9脚賦　　第5表苗取り時期と開花株率％（1961）
←一●1引閃巳

’＝＼、月日

区　’＼－、

7月10日区

8月1日区

8月20日区

9月10日区

12碧日12是日

4．4

4．O

24．1

23．61

　し

21．5

36．7

49．1

76．1

2忍日1瑠塩
54．4191．5100．0

76．5　86．1　97．2

66．2i88．8　100．O

　l　l93．0100．0　100．O

　l　　l

蓼す8｝朔曜掌8腰ρ客鳶飼舛3か言西8

　　第1図苗取り時間と時期別収量（1958）

　　　　　　　　　　　　ρo

果数，収穫果重の何れも9月10日区が4月25日では最

も多く，5月8日を盛期としてその後増加しなかっ

た。7月10日区は初期少なかったが，5月15日を盛期

として最も多くなった。8月1日，8月20日区は順次

その中間に経過した。

　以上のように経過したものを，初期，最終収量に分

けて検討すると第3表のとおりである。

　4月25日，5月2日までの収量は，9月10日区，8

月20日区が他区より多く有意差がみとめられた。しか

し，6月8日までの最終収量は7月10日区が有意に多

　　開花株率は9月10日区が常に他区より高く

　開花は早かった。

第6表苗取り時期と収穫の関係　（1961）

　　区　＼＼

、項目陛饗明2喰璽饗

7月10日区

8月1日区

8月20日区

　1　　 　　「　　 　　I
果数i果重果数1果重、果数1

3
3
2
1

生
乞
9

ケ
6
。

1
3

L
2
2

91ケi　glケ
14．3 4．743．450．1

5．7

6．5

9月10日区14。136。717，1

果重

均
果
平
一
重

病
果
数

LSI）⊥％l　l15・46鼠s．

　　5％i1，2司．

　　　　　9　ケ
　　　358．51．0
49．5閣52．2 398．8・0．8

　1　　　i57．550．1393．4　0．4

63．929．7275．6　0．3
　1　　　　　F

　9

7．8

8，2

8．4

10．1

n
．

S．骸唾遮ヨ16。97

第3表苗取り時期と収穫の関係　（1958）

＼
＼
項
目
…ま嬰引 響日難日

辱＼腿矧界麩重，霧「雅
　　　　1ケ1　　別　ケ 　　別　ケ1　　9
7月10駆rO・05tLO13・4139・g 49・与356・1

8月1日区10・1312・34・0

8月20日区LOO　14．15。7
　　　　t　l　l 　1

病果

一

l
I
ー

ケ
4

数

a

平均1上物

一果重割合

　　　　　　　　　　　49．442．1　314．4　6．1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66．830．8253．5 2．5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　i
9月10日区i1・5≡117・315・ll う8・31』2L8 118・O 1・6

！％10．281 1ゑ7gl！．04

6勇□　　r

　Tl1。．019δ』あ。
78

13．gl　I　l

花房

LSD

　　　数

9i％
9．373．6　8．1

　！
9．3，76．0　5．9

　1　1
隻5180・OI3・5

9．080．912．う
　l　j．．
n。S．匡82t1．96

　　11

く，苗取り時期のおそいほど少なかった。

　平均一果重には有意差がみとめられなかったが，上

物割合（59以上の果実重量）は苗取り時期のおそい

ほど高かった。

　第4表苗取り時期と葉数（1961）
’
＼
一
＼

月日

区　　　＼

7月10日区

8月1日区

8月20日区
9月10日区

10月17日

7．1

6．3

ラ．5

3．6

12月2・日12月19日

10．4

9．6

9．1

6．4

1う．4

15．2

13．5

8．5

　収量は第6表のとおりである。4月14日

までの収量は9月10日区が最も多く有意差

がみとめられ，苗取り時期のおそいほど多

かった。この傾向は4月20日までの収量に

もみとめられたが有意差はな かった。しか

し，5月25日までの最終収量は9刀10日区

がいちじるしく少なく有意差がみとめられ

たが，他の区間には差がみとめられなかっ

た。

　果実の平均一果重は苗取り時期のおそい

ほど大きく有意差がみとめられ、た。

皿1栽植密度試験

　　1試験方法
　供試品種は幸玉で，苗取り時期を1960年7月21口と

8月23日の2回として，大きさの異なる大小2つの苗

を作った。この苗は定植時の10月4日に全重それぞれ

31．2，14．79であった。

　処理区はこのような大小2つの苗を第7表に示すと

おり極端な疎密を含んだ5区と組合せ計10区とした。

　試験の規模は，1区巾1．8翅，長さ3．6，”で6．48㎡と

し，3区制で行った。

　定植は10月4日に行い，1月20日にマルチングとビ

【

ヤ
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第7表栽植密度 第8表栽植密度と葉数

数
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α
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ニル被覆を行い，2月13日から夜間こもかけを行っ

た。施肥量は各区同一とし，灰色カビ病の防除はトリ

アジンを4回散布して行った。

生育調査は3月9日と4月26日全株の葉数について

行い，収量調査は前記試験と同様とし，5月26日まで

行った ・

篇一迦il86幽 6・i3gt27い61計1鴇
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6’0181奮167P469葉数
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．
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5．4

　2試験結果
（1）生育
第8表，第2図のごとくである。葉数は全体に3月

9日より4月26日が多くなり，苗の大きさにかかわら

ず1区当りは密植ほど多く，1株当りは疎植ほど多く
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　②収穫
　収穫の経過を週ごとにその累計で示すと第3図のと

おりで，収穫は4月上旬から始まり，総果数では4月

28日までは小苗が多かったが，5月6日から大苗が多

　　　　くなり，次第に増加して5月26日の最終に

　　　　は大苗が何れもいちじるしく多かった・栽

／ρ　　　植密度では・苗の大きさにかかわらず4月

　　　　28日までは39株までの疎植区が多く，5月

　　　　6日から60株区が多くなり，5月12日から

　　　　85株区が最後まで多くなった。

　　　　収穫果重は第4図に示すとおりで，小苗

　　　　は全期間中総果数の経過と同様に4月28日

　　　　までは39株区までの疎植区が多く，5月6

　　　　日から密植区ほど多くなった。しかし大苗
、
　　　　は後期になっても39株区が最も多く，60，

　　　　85株区は順次少くなった。
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第3図栽植密度と週別累計総果数

加’？　　～26θ

5　　　　月

　病果の発生経過は第5図に示すとおり

で，収量の増加し始めた5月6日から急激

に増加し，大苗密植ほど多かった。

以上の結果を最終の5月26日で総括する

と，第9表に示すとおりである。

収穫果の多かったのは大苗の39，60株

区，小苗の85，60株区であった・しかし1

株当りに換算すると何れも疎植ほど多く，

此の傾向は大苗で特に著しかった。

果実の大きさについてみると平均一果重

は小苗区が全体に多く，大苗39株区が大き

かった。上物割合も平均一果重と同様であ

った。

　初期の収量についてさらにこまかく示す

と第10表，第6図の如くで，前述した通り

である。4月28日までの収量の多かった区
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第10表　栽植密度と初期重量9

大

苗

小

苗

85

60

39

27

％
計

紡
6

0
3
9
π
1
6
計

LSD1％

4月21日

172

402

952

1040

561

3127

796

1120

1471

1321

986

4708

681．2

4月28日

1067

1451

2820

2969

1814

10121

2065

2966

3053

2778

1998

12860

5月6日

50，19

5776

7982

7379

4721

30895

6942

7897

6739

5189

3532

30299

1254．8　　1654．3

肉o’　西28　～6　　｝’2　　“！9　＾26　β　　、2，　｛2㊧　　～6　　，》，2　　角イg　＾26じ

　卒　　　　5’　　月　挙　　　　8

0

第5図栽植密度と時期別病果数

第9表栽植密度と収穫との関係

は大苗で27，39株区，小苗で39，60，27

株区で，その区間に有意差はみとめられ

なかった。したがって，総収量，初期収

量の何れも多かった区は大苗で39，27株

区，小苗で60株区となり，その株間は大

苗で28～400彿，小苗で約250擢ということ

になる。

　⑧　葉数と収量との関係

　以上の結果から，葉数と収量の関係に

ついて示すと第7図のとおりである。総

＼
＼
項
目

　　＼＼区　　＼＼

大

苗

小

苗

85

60

39

27

16

計
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60

39

27

蔦
計

LSD　1％

総果数

　ケ2736
2586

1926

1675

1119

10042

1997

1692

重206

813

604

6308

367．8

収 穫　　　果

数

　ケ
1447

1496

1587

1479

1031

7040

1536

1471

H16
766

578

5467

重

　9
11922

12090

13381

11879

7514

56786

13225

12575

9698

6575

4515

46587

1株当り

　凹9’

140

202

343

440

469

1594

156

210

249

244

282

H41

病果数
病果数

265．8 2189

，の割合

　ケ
1194

1008

260

B5
40

26371

　％
43．6

39．0

13．4

8，0

3，6

26．2

406

183

59

38

7
693

20．3

10．3

4．9

4．7

1．2

U．0

5a・「22α21

奇型果数

　ケ
94．4

8L3
79．3

60．7

46．9

362．6

55．4

37．3

30．7

7．6

18．2

149．2

平　均

一果重
　9
8．2

8．0

8．5

8．0

7．3

40．0

8．6

8．6

8．7

8．6

7．8

42．3

0．78

上物割合

　％
75．2

76．8

77．6

75．6

73．9

379．1

78．8

78．2

79．8

81．4

76．4

394．6

3．57
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果数と葉数との間にはrニ＋0，982の非常に高い相関関

係がみとめられた・しかし収穫果数と果重では葉数約

1200枚（第8，9表参照）まではその増加につれて増

加したが，それ以上になると次第に減少する傾向を示

した。

皿　考 察

　苗取り時期について：着果性の異なる2品種での結

果はほぼ同様の傾向を示した。すなわち，苗取り時期

と総収量は従来の報告3，6・9）と一致して苗取り時期の

早いほど大苗となり収量も多かった。このことはいう

までもなく大苗は葉数が多く，したがって腋芽数も多

くなり花房数も多くなったためである。しかし・ダナ

ーではその傾向が幸玉ほど明確でなかったことは，苗

で，栽植密度試験を行ったが，栽植密度は葉数，収量

や病果の発生に著しく影響することが明かとなった。

　まづ密植につれて葉数は一貫して増加した。この傾

向は大苗ほど著しくなった。このような葉数の増加に

つれて総果数も一貫して増加したが・収穫果は1区当

り約1200枚の葉数まで増加し，それ以上になると漸次

減少した。

　このことは主として病果の発生によるものであり，

これは密植による過繁茂のため果実周辺の微気象の変

化が病気の発生に好都合となったためと思われる。

　したがって，適当な栽植密度が必要となってくる

が，それは苗の大きさによって異なる。本実験では総

収量は大苗では39，60株，小苗では60，85株が最もよ

い結果を生じ，株間はそれぞれ24～300加，20～250πに

相当した。このことはmatted　row　systemで30feet

×4feet当り250～450株，株間は6～7inchがよかっ

たとの報告1）と同様の傾向であった。

　しかしながら，時期別収量は疎植ほど早く，小苗ほ

ど多かった。すなわち本実験では初期収量は大苗で27

，39株，小苗で39，60，27株が多く，総収量の多かっ

た密度より更に疎植でよかった。このことは果実の成

熟に必要な条件がより疎植で好適し，また小苗ではあ

る程度密植でもなお充分な条件におかれたためと思わ

れる。

　以上を綜合すると，初期収量を増加し，かつ総収量

を減少させない栽植密度は苗の大きさによって異なる

ことが明らかになった。
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　しかしながら，育苗管理の面からみると大苗を養成

する場合は普通早い時期に苗取りを行わねばならず，

したがって夏期高温下で育苗が非常に困難であり，多

くの労力を必要とする。

　一方，小苗ではよりおそい時期で差つかえなく，な

ほランナーも多くなるので，大苗に比して非常に容易

である．勿論，栽植株数が多くなるにつれて多くの労

力を要するが，夏期高温下の育苗労力に比して非常に

少ないと思われる。以上のような点から，トンネル栽

培では従来よりおそい苗取り時期による小苗で密植が

適当であると考えられる。

V摘 要

　イチゴのト：／ネル栽培における苗取り時期並びに栽

植密度の影響を知るために1958年から1961年に試験を

行った。

　苗取り時期試験は1958年には幸玉，1961年にはダナ

ーを用いて7月10日，8月1日，8月20日・9月10日

に苗取りを行った。

　栽植密度試験は1960年，苗取り時期を異にして育苗

された大小2つの苗と1区当り（6，48㎡）85，60，

39，27，16株の区とを組合せ10区を設けて行った。

1，　苗取り時期試験では　苗取り時期の早いほど生育

はすぐれ，総収量は多かった。苗取り時期のおそいほ

ど開花は早く，初期収量は多く，さらに平均一果重も

大で上物割合も高かった。

2，　栽植密度試験では

　（1）葉数は大苗区が小苗区より多く，密植になるほ

　　ど1区当りの葉数は増加したが，一株当りの葉数

　　は減少した。

　②　総果数は1区当りの葉数の増加につれて増加し

　　たが，収穫果は1区当り葉数が約1，200枚以上に

　なると漸減した。

⑧　大苗密植による減収は主として病果の発生のた

　めであった。

14）初期収量は苗の大きさや密度によって異なっ

　た。全体に小苗あるいは疎植が多く，大苗では疎

　植，小苗ではやや密植が多かった。

（5）　トンネル栽培における適当な栽植密度は苗の大

　きさによって異なり，大苗では28～400班，小苗で

　は約250πであった。
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Studies on the plant age and spacing of semi-forcing culture 

of Strawberry under vinyle film tunnel cover. 

By 

Akira KATo_ and Yutaka KAWARAI 

Summary 

This is a report of the study conducted from 1958 to 1961. In the experiment of plant age, 

runner plants were separated frum the mother plants a,nd were transpl,anted to the cold-bed on 

July 10. August l, 20 and September 10, with variety kogyoku in 1958 and Danner in 1961. 

Each plot (6. 48d) of the spacing experiment included 85, 60, 39, 27 and 16 plants, which were 

divided into two groups, Iarge and small, according to their size at the time of runlner separating. 

Therefore 10 plots were tested. 

l. In the plant age experiment, the best plant growth and the heavlest berry yield were 

obtained from the plants which were early separated. Delaying' of the time of runner separat-

ing seemed apt to accelerate the flowering time and then increase the carly fruits, moreover 

average fruit weight was heavy and ratio of superior fruit was high. 

2. On the spacing experiment it was as follows: 

l) The number of leaves of large plant were mu(ih more than in small plant. The number of 

leaves per a plot incrased with the plant density, while it was fewer pcr a plant in the <-arr*e 

case. 

2) The total number of fruits increased in parallel with the number of leaves per a plot. 

However, the number of marketable fruits showed rather decrease when the number of leaves 

per a plot reached more than approximately 1200. 

3) Decreased yield of the close spacing plots of large plant was due mainly to numerous 

rotted fruits. 

4) The early yield differed according to plant size a'nd spacing. In general, the heavier early 

yields were obtained from the smal'l plants or wide spacing plots. For the large plants, wide 

spacing, and for the small plants, rather close spacing showed good results. 

5) The desirable spacing of plants for the semi-foring strawberry culture under vinylc film 

tunnel cover varied by plant size; it was 28-40cm in large plants and aljout 25cm in small 

ones. 
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イチゴのトンネル栽培における苗取り時期

並びに栽植密度試験※

加藤

昭・瓦井

豊

9

1　緒

口

　イチゴの半促成栽培は他のそ菜の半促成栽培と同様

に初期収量の増加が重要であり，すでにビニルの被覆

時期5），マルチングとその種類4），および温度管理7）な

どによって異なることが報告されているが，苗取り時

期との関係については明らかにされていない。

　そこでこの点について試験を行ったところ，おそく

とった小苗ほど初期収量が多いことが明らかになった

が，総収量は減少したので，さらに苗の大きさと栽植

密度について明らかにする必要がみとめられた。

　いうまでもなく，栽植密度は収量構成の重要な要素

であり，すでに適当な密度が明らかにされている1，

8）・しかし，トンネル栽培における栽植密度は，従来

の普通栽培に準じた考え方で行われている状態で，時

期別収量の関係からみた資料はほとんどみあたらな

い。

　筆者らはこのような点を明らかにするため，トンネ

ル栽培における苗取り時期ならびに栽植密度について

試験を行って来たが，一応の結果を得たので報告す

る。

　本稿を草するにあたって御校閲をいただいた農林省

園芸試験場久留米支場大和技官，終始御助言を得た当

場海老原部長，栽培管理に御協力を願った各位に厚く

謝意を表する。

H　苗取リ時期試験

年次麟阿覧陶1割戦1矧区制

1958

1961

7．28

4．32

1：1旨：ll菱

　l　　l

00

33

00

つ23

3？ソ

つ」うフ

栽培管理は次のとおり行い，ビニルは1800π巾を用

いた。1961年の被覆時期が早いのは，その後適期が明

らかになったためである。

年閃定聖協繭騒鰯犀か鮪

1958

1961

10月5日

9月27日

2月9日

1月16日

2月9日

，1月22日

2月1旧

1月3旧

　この試験は1％8年幸玉で行ったものと，その後ダナ

ーの栽培が増加したので，1％1年ダナーで行った2つ

の試験からなりたっている。

生育調査は1958年には別に1区制で植えつけ管理し

たものについて5株づつ行い，1961年には収量調査区

の葉数を数えた。収量調査は病害による被害株を除き，

それぞれ少くとも30，19株について行い，1株につい

て検討した。秤量の際病果，奇型果と極く小さい果実

は除外した。

　2試験結果

　（1）幸玉を用いての試験（1958）

　生育は第1表に示すとおり，常に7月10日区がすぐ

れも苗取り時期のおそいほど小さかった。

　開花の早晩を知るため開花株率をみると第2表のと

第1表　苗取り時期と生育（1958）

漢赫嚇、1警、稿嵩

7月10日区

8月1日区

8月20日区

9月m日区
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7．614．7114．8

　　　1、
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6．6

5．6
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7．8　1．2　1．6

5．6　1．0　1．3

生Olα81・1．

1．8

1．6

1．4

1．0

　1試験方法

供試品種は1958年幸玉，1961年ダナーを用い，苗取

り時期を7、月10日，8月1日，8月20日，9月10日の

4回とし，本葉2〜3枚の整一な苗を選び普通育苗を

行った。

試験の規模は次のとおりである。

※本試験の一部は1962年春季園芸学会に発表した。

第2表苗取り時期と開花株率％（1958）
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